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な ん た ん 市 議 会 だ よ り

「わざどころPON」の皆さん「わざどころPON」の皆さん
左から黒田香菜子さん、東裏晶子さん、明田泰史さん左から黒田香菜子さん、東裏晶子さん、明田泰史さん 詳しくはP28詳しくはP28

議員定数に
関する

アンケート

■■『頑張る人たち』訪問『頑張る人たち』訪問
　 一般社団法人「わざどころPON」　 一般社団法人「わざどころPON」
■■ こんな事業に使われますこんな事業に使われます
■■ 3月議会ではこんなことが決まりました3月議会ではこんなことが決まりました
■■ 常任委員会、予算特別委員会では、こんな 常任委員会、予算特別委員会では、こんな 
　 議論になりました　 議論になりました

ContentsContents

か け は し



（
取
材
者
／
若
井
・
平
田
）

生
活
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
が
守
ら
れ
、
特
に
子

育
て
に
お
い
て
は
少
人
数
な
ら
で
は
の
手
厚
い
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
主
体
の
文
化
活
動
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、

研
究
会
、
展
覧
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
伝
統
行
事
が
充

実
し
て
お
り
、
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
個
々
の
活

動
が
絵
本
『
ス
イ
ミ
ー
』
の
よ
う
に
大
き
な
流
れ
を

生
む
こ
と
を
願
い
、
私
た
ち
も
積
極
的
に
関
わ
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

一
貫
性
を
持
た
せ
て
欲
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
市
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
「
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
」
と
発
信
さ
れ
て
い
た
強
み
が
、
分
か
り
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
や
林
業
、
工
業
団
地
、
伝
統

工
芸
大
学
、
明
治
国
際
医
療
大
学
な
ど
、
手
わ
ざ
の

息
づ
く
地
域
な
ら
で
は
の
特
色
を
再
び
前
面
に
打
ち

出
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
閑
静
で
ゆ
と
り
あ
る
美
し
い
景
観
と
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
、
途
切
れ
ず
続
け
て

い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

「
暮
ら
し
に
ま
つ
わ
る
技
の
橋
渡
し
」
を
テ
ー

マ
に
、
南
丹
地
域
の
作
り
手
と
使
い
手
を
つ
な
ぐ
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
品
の
制
作
支

援
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
運
営
、
工
房
見
学
や
も
の
づ

く
り
ツ
ア
ー
「
ふ
っ
と
、
な
ん
た
ん
」
の
開
催
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
「
南
丹
ガ
ー
ル
」
の
運
営
な
ど
を
行

い
、
紙
媒
体
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
作
成
を
通
じ
て
作
り

手
の
情
報
発
信
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。
昨
年

南
丹
地
域
の
外
か
ら
訪
れ
る
人
た
ち
に
、
地
域
の

技
や
京
都
の
里
山
文
化
を
伝
え
る
こ
と
に
重
点
を

置
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
移
転
先
の
蔭い
ん

凉り
ょ
う

寺じ

（
八
木
町
）
は
、
都
市
部
か
ら
も
参
拝
客
が
訪
れ
る

木も
く
じ
き
ぶ
つ

喰
仏
の
あ
る
寺
で
、
日
本
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、

将
来
的
に
は
地
域
作
家
の
器
で
お
茶
を
楽
し
め
る
場

も
整
え
た
い
で
す
。

情
報
発
信
の
場
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
と
、
手

作
り
品
を
販
売
す
る
拠
点
を
２
０
１
７
年
に
開
設
。

２
０
２
０
年
に
法
人
化
し
、
現
在
の
体
制
で
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

２
０
１
５
年
に
代
表
が
南
丹
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
赴
任
し
た
際
、
「
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
」
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
作
り
手
の
存
在
が
広
く
知

ら
れ
て
お
ら
ず
、
作
品
を
見
た
り
購
入
し
た
り
す
る

場
所
も
少
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

南
丹
市
の
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
発
展
に
関
わ
る
人
を
増
や
し
た
い

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

活
動
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

南
丹
市
や
議
会
に
望
む
こ
と
は

11
月
ま
で
実
店
舗
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
代
表

の
出
産
・
育
児
を
機
に
移
転
。
月
１
回
の
お
抹
茶
会

や
デ
ザ
イ
ン
相
談
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

一般社団法人
わざどころＰＯＮ

代表理事　黒
く ろ だ

田　香
か な こ

菜子さん

理　事　明
あ け た

田　泰
や す し

史さん

理　事　東
ひがしうら

裏　晶
あ き こ

子さん

「わざへのとびらがPONとひら
く！」をコンセプトに、地域のものづ
くりや暮らしに使えるわざを伝えるこ
とをミッションとして活動されている
わざどころPONの皆さんにお話をお
聞きしました。

月釜を開いて伝統文化の心を伝えている

旧店舗にて

地域の魅力を伝える媒体の作成

旅行会社と一緒に商品化した工房見学

地域の良品販売は点数を絞って通販メインで

市議会だより　かけはし77号　2025.5 2市議会だより　かけはし77号　2025.53

訪　問
『頑張る人たち』



令　和
７年度
予　算

全予算案可決　総額423億 3532万円 3月定例会
一般会計 272億1300万円 14.4 %増  市発足以降最大規模

一般会計

民生費
68億7160万円

総務費
51億6812万円

公債費
29億4250万円

教育費
39億3391万円

土木費
26億3988万円

衛生費
25億9969万円

農林水産業費
12億9869万円

消防費
10億7446万円

商工費
4億1851万円

議会費
2億668万円

予備費・災害復旧費他
5891万円

272億1300万円
支　出

地方交付税
97億円

市税
41億9212万円

市債
43億5910万円

国庫支出金
30億8358万円

府支出金
17億1385万円

繰入金
15億5377万円

国等交付金等
14億1105万円

その他（寄附金、使用料及び手数料ほか）10億9951万円

繰越金
1億円

一般会計

272億1300万円
収　入

市民税、固定資産
税、軽自動税など

自治体の人口や財政力
などに応じて国から交
付される財源

事業の実施のため
の国からの補助金等

事業の実施の
ための借入金

事業の実施の
ための府から
の補助金

園部南部ふれあい広場（仮）の建設予定地

庁舎に設置されている太陽光パネル

タブレット端末を使った学習

再整備される園部公園

耐震改修工事を行う市役所2号庁舎

3月定例会は2月18日に開会し、39日間の会期を終えて3月28日に閉会
しました。

今定例会には、市長提案49議案、議員・委員会提案の5議案の全部で
54議案について審議し、1議案を除いて、全員賛成又は賛成多数で、すべ
て原案どおり可決等しました。ここでは、予算の概要をお知らせします。

一般会計、特別会計及び公営企業会計を合わせた全会計の予算総額
は423億3532万円で、対前年度比9.4％の増。このうち、一般会計
は272億1300万円で、前年度に比べ34億3300万円、14.4％の増で、
市発足以降最大規模の予算となっています。

地域コミュニティひろば整備事業や
民間保育所の施設整備支援、高齢者地
域交流支援事業など

新火葬場建設費負担金、個人向け
や事業者向けの太陽光発電設備設置
などを進める地域脱炭素重点対策加
速化事業、健幸ポイント事業など

日吉生涯学習センター改修や学校給
食共同調理場新築事業、小・中学校学
習用タブレット端末の更新など

園部公園再整備や園部園正北
市営団地改修、全国都市緑化
フェア推進事業など

市役所2号庁舎耐震改修、JR園部駅
の西口広場再整備や東口エレベーター
の更新、市制20周年記念事業など

会　　計 7年度 6年度 増減額 増減率（％）
一般会計 272億1300万円 237億8000万円 34億3300万円 14.4

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 
( 事 業 勘 定 ） 37億6060万円 38億970万円 △4910万円 △1.3

国 民 健 康 保 険 
(直営診療施設勘定） 2億7740万円 1億8130万円 9610万円 53.0

介 護 保 険 43億3170万円 42億9940万円 3230万円 0.8
土 地 取 得 70万円 8万円 62万円 775.0
後 期 高 齢 者 医 療 6億6760万円 6億4040万円 2720万円 4.2

合　　　計 362億5100万円 327億1088万円 35億4012万円 10.8

区　　分 7年度 6年度 増減額 増減率（％）

公　　営
企業会計

水道事業 18億2172万円 17億5154万円 7018万円 4.0

下水道事業 42億6259万円 42億5196万円 1062万円 0.2

こんな事業に
使われます

■会計別予算額の状況

※１万円未満切り捨てのため、合計が一致しないことがあります。

市議会だより　かけはし77号　2025.5 4市議会だより　かけはし77号　2025.55



市の当初予算について審査するために設置される特別委員会
です。予算特別委員会では、３つの常任委員会と同じ構成で分
科会を設け、詳しく審査します。ここでは、その概要をお知ら
せします。

予
算
特
別
委
員
長
報
告

総
務 

分
科
会

財
政
調
整
基
金
の
状
況

適
性
な
残
高
は
15
億
円
程
度

が
目
安
だ
が
、
予
算
で
は
そ
の

半
分
以
下
の
７
億
円
と
な
っ
て

い
る
。
残
高
７
億
円
で
大
丈
夫

か
。災

害
で
最
大
の
時
に
は
15
億

円
を
取
り
崩
し
た
こ
と
も
あ
る

の
で
心
も
と
な
い
が
、
最
終
的

に
は
返
っ
て
き
て
い
る
部
分
も

あ
り
、
11
億
円
程
度
に
な
る
と

予
測
し
て
い
る
。

庁
舎
の
開
庁
時
間

開
庁
時
間
を
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
半
に
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
民
の
方
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
声
を
聞
い
て
い
る
。
こ

の
時
間
に
さ
れ
た
根
拠
は
。

調
査
の
結
果
、
朝
と
夕
方
の

時
間
は
来
庁
者
が
少
な
く
、
そ

の
時
間
を
活
用
し
て
、
打
ち
合

わ
せ
や
昼
間
の
業
務
で
受
け
付

け
た
件
の
処
理
を
す
る
時
間
に

あ
て
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
中
央
庁
舎
だ
け
で
な
く

全
て
の
庁
舎
で
の
実
施
を
考
え

て
い
る
。

小
学
校
跡
施
設
の
維
持
管
理

７
年
度
か
ら
市
の
直
接
管
理

と
な
る
小
学
校
跡
施
設
の
管
理

に
つ
い
て
心
配
が
あ
る
。
草
刈

り
の
回
数
と
時
期
は
。

今
の
と
こ
ろ
年
２
回
を
予
定

し
て
い
る
。
時
期
に
つ
い
て
は
、

契
約
相
手
と
の
調
整
に
な
る
の

で
、
地
元
の
意
向
も
確
認
し
た

う
え
で
決
定
し
て
い
き
た
い
。

開庁時間の変更が予定されている
市役所庁舎

高
齢
者
地
域
交
流
支
援
事
業

敬
老
事
業
運
営
補
助
金
交
付
事

業
を
廃
止
し
、
新
た
に
地
域
内
の

交
流
と
い
う
組
み
立
て
で
見
直
し

が
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
各
区
で
取
り

組
ま
れ
て
い
た
内
容
と
変
わ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
制
度
改
正
を
ど

の
よ
う
に
伝
え
て
い
く
の
か
。

高
齢
者
地
域
交
流
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
敬
老
事
業
の
補
助
で

は
な
く
、
新
た
な
事
業
で
、
高
齢

者
が
住
ん
で
い
る
地
域
内
の
交
流

を
促
進
し
、
高
齢
者
を
含
む
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
を
活
発
に
し
て

い
く
目
的
と
し
て
い
る
。
４
月
の

区
長
会
で
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
。　

学
校
給
食
共
同
調
理
場
新
築
事
業

８
年
度
中
に
学
校
給
食
共
同
調

理
場
が
完
成
す
る
見
込
み
で
あ
る

が
、
現
在
の
調
理
場
と
の
切
り
換

え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
。
ま
た
、
現

時
点
で
、
園
部
と
八
木
で
は
調
理

委
託
先
が
違
う
が
ど
う
す
る
の
か
。

９
年
度
の
１
学
期
は
、
現
在
の

調
理
場
を
使
用
し
、
夏
休
み
中
に

移
転
し
て
２
学
期
か
ら
新
し
い
調

理
場
で
ス
タ
ー
ト
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
調
理
委
託
先
の
選
定

に
つ
い
て
は
、
７
・
８
年
度
中
に

決
め
る
。

文
教
厚
生 

分
科
会

八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
の
新
プ
ラ
ン
ト
整
備

７
年
度
予
算
は
地
盤
調
査
と
実

施
設
計
、
備
品
購
入
を
合
わ
せ
て

１
億
６
千
万
円
余
り
で
あ
る
。
事

業
は
３
年
計
画
と
い
う
こ
と
だ
が
、

全
体
の
予
算
は
。

約
11
億
３
２
０
０
万
円
の
計
画

で
あ
る
。
８
年
度
に
約
５
億
４
３

０
０
万
円
、
９
年
度
に
約
４
億
６

千
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
８
年

度
以
降
、
本
格
的
な
建
設
工
事
を

始
め
、
工
事
に
伴
う
施
工
監
理
業

務
を
委
託
す
る
計
画
で
あ
る
。

液
肥
等
の
販
売
計
画
及
び
中
長

期
的
な
経
営
戦
略
は
。

販
売
計
画
に
つ
い
て
は
、
化
学

肥
料
か
ら
の
転
換
を
し
っ
か
り
と

Ｐ
Ｒ
す
る
。
今
ま
で
、
指
定
管
理

者
に
任
せ
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
っ

た
が
、
そ
の
点
は
反
省
し
、
戦
略

を
し
っ
か
り
持
っ
て
臨
む
。
消
化

液
の
実
証
実
験
は
こ
れ
ま
で
か
ら

行
っ
て
お
り
、
効
果
を
確
認
し
て

い
る
。
地
域
や
法
人
、
ま
た
実
際

使
っ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
ど
ん

ど
ん
ア
タ
ッ
ク
し
て
、
消
化
液
の

普
及
に
努
め
た
い
。

経
営
戦
略
に
つ
い
て
は
、
必
要

経
費
や
減
価
償
却
、
収
入
の
状
況

を
把
握
し
、
今
後
の
修
繕
や
更
新

に
備
え
る
た
め
の
経
営
戦
略
を
立

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
の
段
階
で
詳
細
な
も
の
は
な
い

が
、
経
営
戦
略
と
し
て
は
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

産
業
建
設 

分
科
会

八木バイオエコロジーセンター

一
般
会
計
を
は
じ
め
全
７

会
計
の
７
年
度
の
予
算
総
額

は
、
４
２
３
億
３
５
３
２
万

円
。一

般
会
計
予
算
は
、
前
年

度
比
14
・
４
％
の
増
の
２
７

２
億
１
３
０
０
万
円
で
、
本

市
発
足
以
降
最
大
の
予
算
規

模
。
「
財
政
状
況
が
厳
し
さ

を
増
し
て
く
る
中
、
２
期
目

の
公
約
と
し
て
掲
げ
て
き
た

『
５
つ
の
柱
プ
ラ
ス
ワ
ン
』

を
市
政
運
営
の
基
本
と
し
て

最
終
年
の
総
仕
上
げ
を
進
め

る
予
算
で
あ
る
」
と
の
市
長

の
説
明
で
し
た
。

本
委
員
会
は
、
３
分
科
会

を
設
け
、
担
当
部
課
長
か
ら

施
策
の
基
本
的
な
考
え
方
や

事
業
概
要
な
ど
詳
細
に
説
明

を
受
け
、
活
発
な
質
疑
や
意

見
を
交
わ
し
積
極
的
か
つ
慎

重
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
の
基
本
姿
勢
、

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
と
の
整

合
性
、
国
保
加
入
者
へ
の
支

援
策
、
水
道
料
金
の
改
定
に

つ
い
て
な
ど
３
名
の
委
員
か

ら
総
括
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
は
、
一
般
会

計
と
国
保
会
計
は
賛
成
多
数

で
、
そ
の
他
の
５
会
計
は
賛

成
全
員
で
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

分
科
会
で
の
審
査
過
程
に

お
い
て
、
委
員
か
ら
出
さ
れ

た
さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
や
意
見

に
つ
い
て
は
、
事
業
の
執
行

段
階
に
お
い
て
十
分
精
査
の

う
え
、
適
切
に
対
応
さ
れ
る

よ
う
理
事
者
に
強
く
求
め
ま

し
た
。
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副
委
員
長　

平
田　
聖
治

予算特別委員会では、こんな議論になりました
予算特別
委 員 会
とは？



Pick Up!

1

老朽化で年々修繕料等が増加している園部と八木の学校給食調理
場を集約し、より安全・安心な給食を継続できるようにと、共同調
理場が新築されます。施設は8年度中の完成を見込んでいます。予
算額22億1284万円

学校給食共同調理場新築へ　８年度完成見込む
Pick Up!

4

Pick Up!

2

市消防団員報酬などの見直しをするため、「南丹市消防団員の定
員、任免、給与、服務等に関する条例」の一部が改正されます。内
容は、学生機能別団員の規定の追加や、副分団長以下の団員報酬の
引き上げなどです。

消防団員の定数、報酬を改正、報酬増額へ

身体障害者手帳等の交付を受けている方の医療費の自己負担額を
支援する福祉医療費支給において、市独自制度の支給対象を非課税
世帯のみとするものです。否決された昨年度案から改正内容を見直
し、今回は可決されました。

福祉医療費支給に関する条例一部改正へ

学校給食共同調理場の建設予定地

訓練に励む消防団

整備を目指す八木バイオエコロジーセンター

スプリングスひよしに導入が計画されて
いる木質系バイオマスボイラー

（写真は美山の河鹿荘のボイラー）

施設の老朽化などさまざまな問題を抱えている八木バイオエコロ
ジーセンターですが、付加価値の高い良質な堆肥・液肥を生産する
ことで耕畜連携によるさらなる地域農業の発展を目指すとして、次
世代型のバイオガスプラントを新たに整備するものです。予算額
１億6601万円	

次世代型の新プラント整備　八木バイオエコロジーセンター
Pick Up!

5

公共施設への太陽光発電設備や木質ボイラー設備の導入、空調機
器更新に向けた設計業務のほか、市民や事業者を対象に、太陽光発
電設備などの設備導入補助が実施されます。予算額3億2047万円

太陽光発電設備などの設備導入補助を実施
Pick Up!

6

公共交通ターミナルの機能強化及び利用者の利便性を図るためと
して、園部駅の駅前周辺整備が進められます。整備内容は、園部駅
西口広場の改修や老朽化した園部駅東口エレベーターの更新です。
予算額1億3937万円

園部駅西口広場の改修などを実施
Pick Up!

7

園部駅西口広場の再整備

Pick Up!

3

受動喫煙の防止を図り、吸う人、吸わない人の権利を尊重し合え
る健幸なまちづくりの推進を目的とした条例です。市、市民等、事
業者の責務などを定めています。

健幸なまちづくりめざし、受動喫煙防止条例制定

受動喫煙防止条例の施行を知らせるポスター（抜粋）

3月議会では
こんなことが
決まりました

議会が注目した主な事業

◆  議案・・・・・・ 54件

会期　2 月 18 日〜 3 月 28 日

今号では、この中から次の
7つをピックアップします。
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総
務 

常
任
委
員
会

人
口
減
少
基
金
条
例
の
制
定

人
口
減
少
対
策
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
新
た
に
基
金
を
設
け
る

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
基
金
の
運

用
益
の
使
途
及
び
基
金
の
安
全
性

は
。基

金
の
半
分
程
度
は
国
債
を
購

入
し
て
利
子
を
運
用
し
、
人
口
減

少
対
策
と
し
て
充
当
可
能
な
事
業

を
検
討
し
て
い
く
。
国
債
は
、
基

本
的
に
満
期
ま
で
保
持
す
れ
ば
元

本
割
れ
は
し
な
い
。

消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
一
部
改
正

改
正
条
例
の
規
定
で
、
勤
務
成

績
が
特
に
不
良
で
あ
っ
た
者
に
対

し
、
報
酬
を
減
額
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
あ
る
が
、
誰
が
、
ど
の
よ

う
に
判
断
す
る
の
か
。

市
消
防
団
員
懲
戒
処
分
等
役
員

会
で
審
議
す
る
予
定
で
あ
る
。

公
の
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

八
木
ス
ポ
ー
ツ
フ
ォ
ア
オ
ー
ル

が
公
の
施
設
か
ら
外
れ
る
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
施
設
の
今
後
は
。

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
で
は
、
廃

止
し
て
譲
渡
す
る
と
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
有
利
な
条
件
で
譲
渡
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
億
８
２
０
０
万
円
余
り
の
大

型
補
正
の
要
因
は
。

一
番
大
き
な
要
因
は
、
基
金
の

積
み
替
え
で
、
他
は
国
の
補
正
予

算
に
よ
る
定
額
減
税
補
足
給
付
金
、

人
事
院
勧
告
に
よ
る
人
件
費
の
増

な
ど
で
あ
る
。

公の施設から外れた八木スポーツフォアオール

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

度
で
あ
る
。
少
子
化
の
時
代
、
子

育
て
に
孤
立
感
を
感
じ
る
保
護
者

が
い
る
中
、
同
世
代
の
お
子
さ
ん

を
集
団
の
中
で
見
る
こ
と
で
、
保

育
士
と
関
係
が
で
き
て
相
談
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

南
丹
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

保
険
税
率
を
上
げ
る
こ
と
で
、

影
響
を
受
け
る
の
は
、
国
保
の
被

保
険
者
全
員
か
。

１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
医
療
分
で
は
所
得

割
、
均
等
割
、
平
等
割
の
引
き
上

げ
で
、
被
保
険
者
全
員
に
影
響
が

が
あ
る
。

な
っ
て
い
く
前
提
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
形
で
今
後
も
進
ん
で
い
く

認
識
で
あ
る
。

災
害
復
旧
事
業

災
害
復
旧
の
箇
所
と
状
況
は
。

　
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

箇
所
は
２
カ
所
で
あ
る
。
八
木
町

神
吉
の
千ち
と
せ才
川
は
護
岸
が
崩
れ
た

た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

で
復
旧
す
る
。
日
吉
町
田
原
地
内

当と

た

じ
多
治
川
は
法
面
崩
壊
の
た
め
、

ブ
ロ
ッ
ク
積
み
に
て
復
旧
す
る
。

受動喫煙防止をよびかけるチラシ

旧農村田園文化コミュニティセンター

健
幸
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
受

動
喫
煙
防
止
条
例

他
市
で
は
、
監
視
員
を
設
け
て

い
る
が
、
本
市
の
取
り
組
み
は
。

本
市
の
行
政
規
模
か
ら
監
視
員

の
配
置
は
難
し
い
と
考
え
る
。
健

幸
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
重
点
区
域
を
設

置
し
、
受
動
喫
煙
防
止
エ
リ
ア
の

表
示
な
ど
を
考
え
て
い
る
。　

乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例誰

で
も
通
園
制
度
事
業
の
内
容

は
。病

院
の
受
診
や
美
容
院
、
買
い

物
へ
行
く
時
に
も
利
用
で
き
る
制

市
発
注
工
事
に
係
る
損
害
賠
償
の

和
解今

回
の
賠
償
に
つ
い
て
は
、
全

額
市
の
保
険
で
賄
う
の
か
。

㈱
オ
プ
テ
ー
ジ
に
対
す
る
賠
償

金
は
、
未
確
認
で
あ
っ
た
ケ
ー
ブ

ル
を
切
断
し
た
た
め
損
害
賠
償
保

険
を
適
用
す
る
。
㈱
関
西
電
力
送

配
電
へ
の
賠
償
金
は
、
掘
削
で
目

視
で
き
て
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管

を
市
の
監
督
員
の
指
示
で
切
断
さ

せ
た
も
の
で
あ
り
、
保
険
の
対
象

と
な
ら
な
い
。

６
年
度
南
丹
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）

旧
農
村
田
園
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
財
産
処
分
に
係

る
返
還
金
に
つ
い
て
、
以
前
か
ら

の
説
明
で
は
、
法
人
市
民
税
や
賃

料
な
ど
を
含
め
て
、
長
期
的
に
は

プ
ラ
ス
に
持
っ
て
い
け
る
と
い
う

話
で
あ
っ
た
が
ど
う
か
。

補
助
金
を
返
還
し
た
上
で
も
数

年
で
回
収
で
き
、
そ
れ
以
上
に

文
教
厚
生 

常
任
委
員
会

議会をスムーズに運営するための協議を行う場で、定例会の
日程や本会議の進行手順、議会に関するルールなどを決定する
議会の中心的な役割を果たす委員会です。

現在委員は9人で、他に議長、副議長がオブザーバーとして
参画しています。
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〈主な質疑のみ掲載しています。〉

常任委員会では、
こんな議論になりました

議会運営委員会とは？



河野　啓介 議員反　対 日本共産党議員団

保険税の値上げを反映したものである。国保税の負担の引き上げは、市民生活に一層の追い打ちをか
けるもの。国保加入者全体への支援策が強く求められている。「国保南丹みやま診療所」は、常勤医師
不在による悪循環に陥っている。これまでも根本的な発想の転換を求めてきたが、今回の予算は従来の
延長線上のものである。

■ 7年度南丹市国民健康保険事業特別会計予算

河野　啓介 議員反　対 日本共産党議員団

この条例改正に伴う保険税率の引き上げは、加入している住民のすべての方に影響を及ぼすものと
なっている。際限のない値上げが続く可能性もある。国保加入者は、低所得が多く、さらに困窮を深め
ていくことにもつながる。住民の生活に大打撃を及ぼす健康保険税の引き上げはやるべきではない。

■ 南丹市国民健康保険税条例の一部改正

■ 7年度一般会計予算

■ 南丹市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

■ 6年度一般会計補正予算（第7号）

小林　　毅 議員

河野　啓介 議員

小林　　毅 議員

反　対
反　対

反　対

日本共産党議員団

日本共産党議員団

日本共産党議員団

①大型建設事業に54億8千万円を投入し43億5900万円の借金を積み上げる予算。将来が心配さ
れる。②市民の暮らし・福祉の予算削減は認められない。③補助金適正化法・都市計画法に基づく
承認・許可なく、農村田園文化コミュニティセンターがJA京都本店として操業している疑義。④
R7〜9年度に11億円も投入する八木バイオエコロジーセンター新プラント整備は認められない。

削減の理由が、財政難であるということの一点張りで住民に諦めを迫るようなやり方であり、当
事者である住民に寄り添ったものではない。相談担当者の負担が荷重となることも懸念される。障
害は社会が生み出しているものであるとの見地から、人権を重んじた重要な条例である。財政が厳
しいことによって後退させるべきものではない。

農村田園文化コミュニティセンターのJA京都への貸付に伴って発生する補助金返還、2900万円
余りの予算計上は認められない。農水大臣・知事の承認もなく、都市計画法上の手続きもなされな
いままであることが明らかになっている。南丹市は無法地帯であってはならない。JA京都には大
盤振る舞い、市民の暮らし・福祉は削減、これではいけない。

山下　秋則 議員反　対 つなぐ

八木バイオエコロジーセンター新プラント整備は、確実な経営計画などの提示がなく、議会の附
帯決議にも十分応えていない。国の施策に沿った施設で、補助金が付くからと着手するのは極めて
危険。毎年1億円程度の修繕費等に悩まされてきた同じ轍

てつ
を踏むことになりはしないか。5年度に2

億円を投じて整備したばかり。先に十分な計画を立てるべき。

山下　秋則 議員反　対 つなぐ

福祉医療費支給事業における市独自制度の支給対象を非課税世帯である方に限定することで、現
在の支給対象者の62％の方が支給対象外になると見込まれ、受給者に及ぼす影響が大変大きい。
財政健全化プランを一定考慮しても、対象者に、より影響の少ない本人非課税の制度とすることが
妥当な施策ではなかったかと思う。誠に残念である。

反　対 新誠会

人口減少対策基金への積替えを行い、基金運用益約2000万円を目指すなど、ほとんどは賛成す
べき内容である。しかし農村田園文化コミュニティセンターをJA京都本店の事務所として使用す
るために生じる、補助金返還金について、当建物は用途変更許可を得ないまま、既に使用されてい
る可能性がある。現時点で都市計画法の違法性が払拭できないことから反対する。

八木　信樹 議員活緑クラブ

将来を見据え、今取り組むべき大型事業と基金に依存しない財政運営のための財政健全化プラン
緊急対策下で編成された当初予算である。厳しい財政状況の下、持続可能なまちづくり施策と企業
誘致により税収増を図り、財政基盤の強化、地域経済の活性化、幅広い世代の雇用、定住促進、消
防団員の処遇改善等持続発展できる予算であるため賛成。

賛　成

討 論 議会の討論とは、お互いに議論を交わし合うことではなく、自
らの意見を表明し、賛否の理由を述べることにより自分の意見に
同調することを他の議員に求めることです。

※記事は原則として各議員から提出された原稿を掲載しています。

討論とは？

　村　好高 議員

市議会だより　かけはし77号　2025.5 12市議会だより　かけはし77号　2025.513



会　　派　　名 つなぐ 新誠会 活緑クラブ 日本共産党
議　員　団 公明党 新風会

谷
尻　
宣
雄

小
中　
　
昭

吉
田　
尋
子

山
下　
秋
則

谷
尻　
昌
史

前
田　
義
明

仲
村　
　
学

村　
好
高

堤　
　
博
明

樋
口　
浩
之

八
木　
信
樹

若
井　
睦
巳

村
山　
好
明

下
間　
康
広

小
林　
　
毅

河
野　
啓
介

平
田　
聖
治

木
戸　
德
吉

塩
貝　
孝
之

木
村　
　
裕

7年度南丹市一般会計予算（修正案） 否決 × ×
欠
席

× 議
長
の
た
め
、採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

× × × × × × × × × ◯ ◯ × × ◯ ○
7年度南丹市一般会計予算 可決 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ × ×
7年度南丹市国民健康保険事業特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯
南丹市人口減少対策基金条例の制定 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯
南丹市国民健康保険税条例の一部改正 可決 ◯ ◯ 欠

席
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

南丹市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正 可決 ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯
6年度南丹市一般会計補正予算（第7号） 可決 ◯ ◯ ◯ 退席 ◯ × × ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯
旧農村田園文化コミュニティセンターの京都農業協同組合への賃貸に
かかる事態に対する市民・議会への十分な説明を求める決議（案） 否決 × × 欠

席◯ × ◯ ◯ × ◯ × × × × ◯ ◯ ◯ × × ×

議員名

案件・結果

賛否の分かれた議案等

賛成全員で可決した議案

〈 ○は賛成　×は反対 〉

区分 件　　　　名 結果

議案
可決

同意

7年度南丹市介護保険事業特別会計予算
7年度南丹市土地取得事業特別会計予算
7年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計予算
7年度南丹市水道事業会計予算
7年度南丹市下水道事業会計予算
南丹市健幸なまちづくりのための受動喫煙防止条例の制定
南丹市国民保護協議会条例の一部改正
南丹市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部改正
南丹市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
南丹市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
南丹市職員の給与に関する条例等の一部改正
南丹市職員等の旅費に関する条例の一部改正
南丹市社会体育施設条例の一部改正
南丹市老人ホーム入所判定委員会条例の一部改正
南丹市老人医療費の支給に関する条例の一部改正
南丹市鳥獣被害対策実施隊設置条例の一部改正
南丹市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正
南丹市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正
南丹市消防団員等公務災害補償条例の一部改正
南丹市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正
南丹市地域公共交通会議条例の廃止
市発注工事に係る損害賠償の和解（株式会社オプテージ）
市発注工事に係る損害賠償の和解（関西電力送配電株式会社）
土地及び建物の無償譲渡
南丹市過疎地域持続的発展市町村計画の変更
南丹市道路路線の変更
南丹市道路路線の廃止
公の施設の指定管理者の指定（南丹市西本梅地域活性化センター）
公の施設の指定管理者の指定（南丹市新庄地域活性化センター）
公の施設の指定管理者の指定（南丹市吉富地域活性化センター）
公の施設の指定管理者の指定（南丹市美山虹の湖交流センター）
公の施設の指定管理者の指定（南丹市八木町内社会体育施設）
南丹市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定
南丹市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
南丹市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正
6年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第5号）
6年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第5号）
6年度南丹市土地取得事業特別会計補正予算（第1号）
6年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第5号）
6年度南丹市水道事業会計補正予算（第4号）
6年度南丹市下水道事業会計補正予算（第3号）
南丹市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
南丹市議会委員会条例の一部改正
南丹市議会会議規則の一部改正
北陸新幹線「小浜・京都ルート」に係る決議（案）
公平委員会委員の選任につき同意を求めること
教育委員会委員の任命につき同意を求めること

今やるべき事業を実施したい
財政健全化との整合性はあるのか

A
Q

一般質問3日間16 人の

市
制
発
足
以
降
最
大
規

模
の
７
年
度
予
算
と
財
政

健
全
化
プ
ラ
ン
と
の
整
合

性
は
。

最
大
規
模
と
な
っ
た
主

な
要
因
は
、
７
年
度
が
合

併
特
例
債
の
発
行
期
限
と

な
る
こ
と
か
ら
、
学
校
給

食
共
同
調
理
場
の
新
設
な

ど
の
必
要
な
ハ
ー
ド
事
業

を
前
倒
し
で
実
施
す
る
こ

と
、
正
職
員
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
改
定
、

地
域
手
当
の
導
入
、
消
防

団
員
の
報
酬
改
定
な
ど
人

件
費
が
増
加
し
た
こ
と
で

あ
る
。

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の

最
終
年
度
と
し
て
、
市
独

自
事
業
や
公
共
施
設
の
見

直
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

再
検
討
を
実
施
し
た
。
物

価
上
昇
や
施
設
老
朽
化
対

策
な
ど
で
歳
出
増
が
見
込

ま
れ
る
が
、
今
や
る
べ
き

事
業
を
実
行
す
る
。

小
中
一
貫
教
育
、
ふ
る

さ
と
教
育
、
小
規
模
特
認

校
な
ど
独
自
の
特
色
あ
る

教
育
が
定
住
促
進
に
つ
な

が
っ
た
他
自
治
体
の
例
が

あ
る
。
本
市
で
も
定
住
促

進
に
つ
な
が
る
特
色
あ
る

教
育
の
導
入
が
必
要
で
は

な
い
か
。

小
中
一
貫
教
育
に
は
、

中
学
校
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
行
や
「
中
１
ギ
ャ
ッ

プ
」
の
解
消
、
不
登
校
の

減
少
、
学
習
の
補
完
な
ど
、

多
く
の
教
育
的
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

美
山
地
区
で
は
小
中
学

校
が
そ
れ
ぞ
れ
１
校
ず
つ

の
た
め
、
一
貫
教
育
を
導

入
し
や
す
く
、
殿
田
地
区

で
も
小
中
学
校
が
近
接
し

て
い
る
た
め
、
物
理
的
に

可
能
で
は
な
い
か
と
議
論

さ
れ
て
い
る
。

定
住
促
進
も
重
要
だ
が
、

子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を

伸
ば
し
、
希
望
す
る
進
路

を
実
現
で
き
る
教
育
を
目

指
し
、
具
体
的
な
検
討
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

 

来
年
の
市
議
会
議
員
、
市

長
選
挙
を
同
日
に

市
議
会
議
員
選
挙
と
市

長
選
挙
を
同
日
に
実
施
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
関
心

や
投
票
率
の
向
上
が
期
待

で
き
、
選
挙
費
用
の
削
減

で
財
政
健
全
化
に
も
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
公
職
選

挙
法
の
90
日
特
例
に
よ
り

同
日
選
挙
は
可
能
だ
が
、

議
員
任
期
満
了
後
に
議
員

不
在
の
期
間
が
生
じ
る
な

ど
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
る
。

議
会
と
市
長
が
慎
重
に
検

討
し
、
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

公
職
選
挙
法
第
34
条
の

２
に
よ
り
、
市
長
選
挙
と

市
議
会
議
員
選
挙
の
同
日

実
施
は
可
能
で
あ
り
、
知

事
選
と
合
わ
せ
た
ト
リ
プ

ル
選
挙
も
理
論
上
可
能
で

あ
る
が
、
複
数
の
選
挙
を

同
時
に
行
う
こ
と
で
、
財

政
負
担
の
軽
減
や
投
票
率

向
上
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、

無
効
投
票
の
増
加
や
３
月

議
会
の
審
議
期
間
が
短
い

な
ど
の
課
題
も
懸
念
さ
れ

る
。市

議
会
や
選
挙
管
理
委

員
会
で
の
議
論
を
尊
重
し
、

そ
の
決
定
に
従
う
。

 

意
思
決
定
の
場
に
お
け
る

女
性
の
社
会
進
出
は

審
議
会
等
の
女
性
委
員

割
合
は
23
・
６
％
と
近
隣

市
町
と
比
べ
て
低
く
、
目

標
の
30
％
に
達
し
て
い
な

い
。
今
後
の
取
り
組
み
や

方
針
は
。

女
性
の
割
合
を
高
め
る

た
め
に
、
選
考
時
に
女
性

を
積
極
的
に
登
用
す
る
。

各
種
団
体
に
女
性
の
選
出

を
依
頼
す
る
。
ま
た
本
年

度
実
施
の
女
性
リ
ー
ダ
ー

育
成
研
修
も
継
続
し
て
い

く
。

女性の声で活気あるまちに商業施設内の共通投票所で投票を便利に

代 表 質 問 ※記事は原則として各議員から提出された原稿を掲載しています。

吉
よし

田
だ

　尋
ひ ろ こ

子  議員つなぐ
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農
村
田
園
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
以
下

田
園
コ
ミ
セ
ン
）
を
Ｊ
Ａ

京
都
本
店
の
一
部
と
し
て

使
用
予
定
で
あ
る
が
、
田

園
コ
ミ
セ
ン
は
市
街
化
調

整
区
域
に
位
置
し
、
都
市

計
画
法
上
の
用
途
に
制
限

が
あ
る
。
基
本
的
に
民
間

事
業
者
の
事
務
所
と
し
て

使
用
す
る
に
は
立
地
基
準

に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
思

料
す
る
が
対
応
は
。

Ｊ
Ａ
京
都
か
ら
移
転
の

話
を
受
け
、
現
在
市
で
市

街
化
調
整
区
域
で
の
開
発

許
可
の
申
請
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
る
。

再
度
、
質
問
す
る
が
大

前
提
と
し
て
用
途
変
更
の

許
可
は
下
り
る
の
か
。

許
可
に
向
け
て
、
現
在

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。答

え
に
な
っ
て
い
な
い
。

基
本
的
に
市
街
化
調
整
区

域
で
民
間
事
業
者
が
使
用

す
る
事
務
所
へ
の
用
途
変

市
長
２
期
目
の
当
初
に

は
、
財
政
に
関
し
て
、
あ

る
程
度
見
込
み
が
立
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
後
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
資
材
の
急
激
な
高

騰
な
ど
の
外
部
要
因
に

よ
っ
て
状
況
が
悪
化
し
て

き
て
い
る
と
考
え
る
。
財

政
運
営
に
お
い
て
ど
こ
で

ア
ク
セ
ル
を
踏
み
、
ど
こ

で
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
の
か
、

今
後
も
外
部
要
因
が
変
化

す
る
中
で
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
関
し

て
は
、
一
定
の
理
解
の
下

に
減
縮
し
て
き
て
い
る
の

で
、
こ
れ
以
上
の
大
幅
な

カ
ッ
ト
は
難
し
い
。
で
は

人
件
費
を
抑
え
る
の
か
と

い
う
と
そ
れ
も
難
し
い
。

た
だ
、
人
件
費
の
中
身
を

よ
く
見
る
と
、
超
過
勤
務

な
ど
が
あ
る
。
事
務
の
効

率
化
の
問
題
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
働
き
方
や
ワ
ー
ク
ラ

更
は
難
し
い
は
ず
。
許
可

権
者
で
あ
る
府
か
ら
確
約

が
な
い
と
関
連
の
補
正
予

算
の
賛
否
の
判
断
が
で
き

な
い
。
用
途
変
更
の
許
可

は
下
り
る
の
か
。

現
在
、
調
整
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
相
手

が
あ
る
こ
と
で
、
結
論
的

な
こ
と
は
こ
こ
で
は
申
し

上
げ
ら
れ
な
い
。
そ
の
準

備
に
向
け
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

都
市
計
画
法
の
許
可
で

あ
る
用
途
変
更
許
可
は
一

般
的
に
相
当
時
間
が
か
か

る
。
最
低
で
も
半
年
で
あ

る
。
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

許
可
に
向
け
て
の
進
捗

状
況
の
質
問
で
あ
る
が
、

鋭
意
許
可
が
下
り
る
よ
う

に
進
め
て
い
る
と
し
か
答

え
ら
れ
な
い
。

用
途
変
更
許
可
の
進
捗

に
つ
い
て
答
え
は
い
た
だ

け
な
い
が
、
田
園
コ
ミ
セ

ン
を
Ｊ
Ａ
京
都
が
現
地
で

使
用
す
る
に
は
、
府
の
用

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
も
取
り
な

が
ら
働
く
こ
と
が
で
き
る

快
適
な
職
場
づ
く
り
を
し

て
い
く
こ
と
で
、
人
件
費

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
有
利

な
起
債
で
あ
る
過
疎
債
や

防
災
関
係
の
起
債
な
ど
を

活
用
し
て
公
共
事
業
、
特

に
ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
少
し
時
間
を
か

け
て
い
き
た
い
。
執
行
に

つ
い
て
は
一
気
に
予
算
を

投
入
す
る
と
い
う
こ
と
は

避
け
た
い
。

民
間
の
力
と
い
う
も
の

を
で
き
る
だ
け
借
り
な
が

ら
、
市
自
身
の
財
政
負
担

を
抑
え
る
と
い
う
工
夫
を

し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

の
歩
み
は
ゆ
っ
く
り
で
あ

ろ
う
と
、
一
定
水
準
を

保
っ
て
い
く
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

本
市
は
市
民
と
し
っ
か
り

と
対
話
で
き
て
い
る
か

　
月
議
会
の
後
、
小
学

途
変
更
の
許
可
後
に
な
る

は
ず
だ
。
使
用
は
も
と
よ

り
、
工
事
も
基
本
的
に
は

で
き
な
い
と
思
料
す
る
。

現
地
使
用
が
あ
れ
ば
疑
義

が
生
じ
る
が
、
現
地
使
用

に
お
け
る
認
識
は
。

指
摘
の
通
り
、
ま
ず
用

途
変
更
の
許
可
を
受
け
、

そ
の
後
、
実
際
に
操
業
し

て
い
る
届
出
を
Ｊ
Ａ
京
都

か
ら
提
出
し
て
も
ら
う
予

定
。
現
在
は
操
業
に
向
け

た
準
備
中
で
あ
る
。

田
園
コ
ミ
セ
ン
は
建
築

当
時
、
国
と
府
の
補
助
金

を
活
用
し
て
建
て
ら
れ
た

施
設
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ
京
都

本
店
の
事
務
所
と
し
て
使

用
す
る
場
合
、
目
的
外
使

用
と
な
り
補
助
金
返
還
が

発
生
し
、
そ
れ
が
相
当
な

金
額
で
あ
る
と
思
料
す
る

が
対
応
は
。

補
助
金
返
還
額
が
２
９

２
０
万
円
程
に
な
る
。

本
市
は
財
政
健
全
化
プ

ラ
ン
緊
急
対
策
を
出
す
等
、

校
跡
地
問
題
に
関
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
団
体
と
対

話
す
る
こ
と
と
の
提
言
を

議
長
名
で
行
っ
た
。
対
話

が
足
り
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
の
思
い
が
あ
る
。

市
民
と
し
っ
か
り
と
向
き

合
う
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
が
。

市
民
と
の
対
話
を
す
る

前
に
、
ま
ず
部
内
で
し
っ

か
り
と
対
話
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
。
取
り
組

み
の
方
針
を
内
部
で
相
談

も
な
し
に
住
民
の
方
に
伝

え
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
、

ま
ず
内
部
を
戒
め
、
内
部

の
情
報
の
共
有
、
あ
る
い

は
意
見
の
交
換
を
し
、
一

定
の
方
針
を
持
っ
て
説
明

や
調
整
に
行
く
と
い
う
こ

と
が
十
分
で
き
て
い
る
か

と
い
う
と
、
幾
つ
か
の
問

題
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、

再
度
、
戒
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

財
政
運
営
が
相
当
厳
し
い

中
で
、
市
民
の
理
解
を
得

ら
れ
る
の
か
。
補
助
金
返

還
が
発
生
し
な
い
近
隣
の

公
共
施
設
を
移
転
先
に
す

べ
き
で
は
。
Ｊ
Ａ
京
都
が

特
別
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

本
店
移
転
に
よ
り
、
年

間
１
０
０
０
万
円
程
度
の

税
収
増
と
賃
料
が
市
の
歳

入
と
な
る
。
八
木
支
所
旧

図
書
室
と
田
園
コ
ミ
セ
ン

を
セ
ッ
ト
で
借
り
受
け
る

こ
と
が
条
件
で
あ
っ
た
。

交
渉
の
結
果
、
長
期
的
に

は
補
助
金
返
還
を
行
っ
て

も
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

判
断
し
た
。

あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
く
場
合
、
事

前
に
役
員
の
方
と
打
合
せ

を
し
、
想
定
さ
れ
る
意
見

と
い
う
も
の
が
必
ず
あ
る

と
思
う
の
で
、
事
前
打
合

せ
を
必
ず
や
っ
て
か
ら
行

か
な
い
と
、
な
か
な
か
よ

い
対
話
、
説
明
、
会
話
に

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

移転の相談を受け、操業に向けて準備中である
田園コミセンのＪＡの使用は都計法の許可後では

A
Q

村　好
よしたか

高  議員新誠会

非常に難しい運営になると考えている
財政健全化の今後の見通しは

A
Q

代 表 質 問代 表 質 問

にしむら

令和7年度予算編成方針対話をする人たち JA京都への賃貸に向け操業準備中の田園コミセン財政健全化プラン緊急対策

・財政運営について・南丹市C
※
reative-labについて

・2月の大雪の状況について
・節水について

その他の質問その他の質問

若
わ か い

井　睦
む つ み

巳  議員活緑クラブ

※「Ｃｒｅａｔｉｖｅ－ｌａｂ
　（クリエイティブ・ラボ）」

とは
若手職員が市役所の改革を進

めるために発足したチーム。市
役所の窓口開設時間の短縮や
SNSの活用等について検討を重
ね、8つの提案を行った。
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政
府
は
学
校
体
育
館
へ

の
空
調
、
エ
ア
コ
ン
整
備

の
加
速
化
を
進
め
て
い
る
。

空
調
設
備
整
備
臨
時
交
付

金
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
公
立
中
学
校
の
体

育
館
な
ど
に
空
調
を
新
設

す
る
場
合
、
費
用
の
２
分

の
１
を
国
が
支
援
す
る
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
を
逃
す

こ
と
な
く
、
学
校
体
育
館

に
空
調
設
備
を
設
置
し
て
、

防
災
機
能
を
強
化
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

（
市
長
）
各
地
区
の
収

容
避
難
所
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
学
校
等
近
隣

の
公
共
施
設
を
指
定
し
て

い
る
が
、
避
難
す
る
場
所

と
し
て
は
、
学
校
等
の
中

で
も
体
育
館
で
は
な
く
、

畳
敷
き
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
敷

き
の
く
つ
ろ
げ
る
空
調
等

の
あ
る
部
屋
、
ま
た
は
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
の
情
報

が
得
ら
れ
る
部
屋
の
あ
る

施
設
を
優
先
的
に
避
難
所

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と

市
の
社
会
教
育
用
行
政

財
産
で
あ
る
八
木
図
書
室

が
Ｊ
Ａ
京
都
に
提
供
さ
れ

た
。
こ
の
立
ち
退
き
に

よ
っ
て
八
木
図
書
室
は
面

積
が
約
６
割
に
減
少
し
、

か
つ
て
の
２
階
部
分
に

あ
っ
た
学
習
室
が
な
く
な

り
、
開
架
図
書
数
が
蔵
書

数
の
約
半
分
の
２
万
５
千

冊
に
な
る
見
込
み
と
の
新

聞
報
道
で
あ
る
。
ま
た
、

セ
ッ
ト
で
貸
し
出
す
農
村

田
園
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
だ
が
、
国
・
府

の
補
助
金
返
還
（
財
産
処

分)

の
申
請
は
ま
だ
協
議

中
で
あ
り
、
都
市
計
画
法

上
の
用
途
変
更
に
つ
い
て

も
、
府
と
協
議
中
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
京
都
の
意
向
が
何
で

も
通
る
、
こ
ん
な
こ
と
で

よ
い
の
か
。

八
木
図
書
室
に
つ
い
て

は
、
現
状
は
社
会
教
育
施

設
で
あ
る
が
、
旧
八
木
町

時
代
の
昭
和
62
年
３
月
に

八
木
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
と
し

し
て
い
る
。
現
在
、
避
難

所
の
再
編
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
、
財
政
健
全
化
を
踏

ま
え
、
教
育
委
員
会
部
局

と
も
十
分
調
整
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
教
育
長
）
本
市
の
体
育

館
に
は
空
調
設
備
は
設
置

し
て
い
な
い
の
で
、
学
校

教
育
現
場
で
は
、
体
育
館

を
使
用
す
る
際
に
は
、
夏

場
は
熱
中
症
対
策
な
ど

行
っ
て
使
用
し
て
い
る
。

今
後
、
避
難
所
と
し
て
指

定
さ
れ
て
い
な
い
学
校
も

含
め
て
、
他
の
事
業
と
の

兼
ね
合
い
や
優
先
順
位
に

つ
い
て
、
市
長
部
局
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

認
知
症
の
人
に
寄
り
添
っ

た
地
域
社
会
の
構
築

認
知
症
に
関
す
る
知
識

お
よ
び
認
知
症
の
人
に
関

す
る
理
解
を
深
め
る
取
り

組
み
と
し
て
、
高
齢
化
が

て
、
庁
舎
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
、
郷

土
資
料
館
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
の
４

つ
か
ら
成
る
複
合
施
設
と

し
て
一
体
的
に
建
築
さ
れ
、

そ
の
後
、
郷
土
資
料
館
の

１
階
に
図
書
室
を
設
置
し

た
。
移
転
は
、
八
木
支
所

関
連
施
設
の
機
能
集
約
と

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

同
一
施
設
内
で
の
場
所
移

動
を
し
た
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
京
都

は
地
方
自
治
法
第
１
５
７

条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
公

共
的
団
体
で
あ
る
。
ご
理

解
を
お
願
い
し
た
い
。

暮
ら
し
・
福
祉
の
予
算
削

減
は
や
め
る
よ
う
求
め
る

市
の
財
政
状
況
は
、
７

年
度
末
見
込
み
で
も
、
財

政
調
整
基
金
、
活
性
化
推

進
基
金
を
合
わ
せ
る
と

31
億
円
余
り
あ
る
。
慎
重

な
財
政
運
営
は
必
要
だ
が
、

進
む
中
で
認
知
症
は
誰
も

が
な
り
得
る
も
の
で
あ
り
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分

ご
と
と
し
て
身
近
な
問
題

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
、
地

域
の
企
業
・
団
体
や
自
治

会
と
連
携
し
て
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
の
さ
ら

な
る
展
開
や
新
し
い
認
知

症
観
を
定
着
さ
せ
る
啓
発

資
料
の
作
成
、
配
布
な
ど

認
知
症
に
関
す
る
知
識
お

よ
び
認
知
症
の
人
に
関
す

る
理
解
を
深
め
る
取
り
組

み
を
強
化
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
は
12
月
の
段
階
で
小

学
生
を
含
め
て
３
６
７
名

の
大
変
た
く
さ
ん
の
方
を

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
養
成

し
て
き
て
お
り
、
昨
年
度

も
２
４
３
名
の
方
が
講
座

を
受
講
さ
れ
る
な
ど
、
着

実
に
受
講
者
の
数
を
伸
ば

市
財
政
の
現
況
は
、
基
金

残
高
を
見
て
も
市
民
の
み

な
さ
ん
に
負
担
増
を
お
願

い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
。

市
民
の
暮
ら
し
・
福
祉
の

予
算
削
減
、
施
策
の
廃

止
・
縮
小
は
や
め
る
よ
う

求
め
る
。

基
金
が
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
も
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

特
に
財
政
調
整
基
金
に
つ

い
て
は
か
な
り
危
な
い
水

準
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

10
年
、
20
年
、
30
年
を
見

通
し
た
中
で
財
政
健
全
化

を
進
め
て
お
り
、
市
が
独

自
に
行
っ
て
い
る
事
業
な

ど
、
全
て
の
事
業
に
つ
い

て
聖
域
な
く
見
直
し
を
行

お
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

基
金
で
運
用
し
て
い
る
債

券
投
資
の
含
み
損
は

市
は
当
面
活
用
予
定
の

な
い
基
金
を
債
券
市
場
に

し
て
き
て
い
る
。
最
近
は

徐
々
に
認
知
症
の
高
齢
者

を
地
域
の
中
で
受
け
入
れ

見
守
っ
て
い
く
と
い
う
姿

勢
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

よ
う
に
世
の
中
全
体
が
変

わ
っ
て
き
た
の
が
事
実
で

あ
る
。
本
市
で
は
認
知
症

の
皆
さ
ん
を
地
域
で
支
援

さ
れ
て
い
る
推
進
員
を
中

心
に
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

オ
レ
ン
ジ
色
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
が
、
認
知
症
の
シ
ン

ボ
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
オ
レ

ン
ジ
色
の
花
の
種
を
配
布

し
、
受
け
取
っ
た
方
が
そ

れ
ぞ
れ
の
花
を
咲
か
せ
よ

う
と
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。　

投
資
し
て
運
用
し
て
い
る

が
、
金
利
の
上
昇
に
伴
っ

て
国
債
な
ど
の
時
価
が
下

落
し
、
多
額
の
含
み
損
を

抱
え
る
自
治
体
が
出
て
き

て
い
る
。
運
用
し
て
い
る

債
券
の
額
と
直
近
の
時
価
、

含
み
損
の
額
、
今
後
の
見

通
し
を
聞
く
。

普
通
会
計
で
は
、
途
中

解
約
し
た
場
合
、
購
入
金

額
14
億
７
５
６
６
万
円
で
、

２
月
17
日
時
点
の
評
価
額

と
の
差
９
９
８
８
万
円
が

含
み
損
と
な
る
。
満
期
保

有
を
前
提
と
し
た
資
金
運

用
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

実
際
に
は
損
失
が
発
生
す

る
こ
と
は
な
い
。
満
期
ま

で
の
受
取
利
息
等
の
収
益

総
額
は
３
億
５
２
１
７
万

円
と
な
る
。

関係部局との協議検討を進める
避難所となる学校施設の防災機能強化を

A
Q

JA京都は公共的団体。ご理解をお願いしたい
JA京都の意向が何でも通る市政でよいのか

A
Q

代 表 質 問代 表 質 問

平
ひ ら た

田　聖
せ い じ

治  議員公明党

避難所となる学校体育館に空調設備を 認知症の人も家族も地域住民も共に支え合って
生きる共生社会の実現を目指して

・誰もが安心して搾乳できる
　環境づくりについて

その他の質問

小
こばやし

林　　毅
つよき

  議員日本共産党議員団

実質収支比率などによる経年分析八木図書室は退去しJA京都本店に
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移
住
・
定
住
促
進
や
地

域
振
興
な
ど
は
農
林
業
や

商
工
業
と
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
。
組
織
を
統
廃

合
す
る
こ
と
で
ス
リ
ム
化

が
図
れ
、
業
務
力
の
向
上

や
管
理
職
の
削
減
が
期
待

で
き
る
。
地
域
振
興
部
を

廃
止
し
、
農
林
商
工
部
と

総
務
部
等
に
統
合
し
て
は

ど
う
か
。

現
在
の
本
市
の
組
織
体

制
に
つ
い
て
は
、
約
２
年

か
け
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
に
よ
っ
て
、
業
務

の
詳
細
に
つ
い
て
調
査
・

分
析
さ
れ
、
そ
の
中
で
一

番
効
率
的
な
体
制
と
い
う

こ
と
で
、
現
在
の
組
織
体

制
の
元
が
つ
く
ら
れ
た
。

具
体
的
に
提
案
い
た
だ

い
た
幾
つ
か
の
部
に
つ
い

て
は
見
直
し
を
行
い
な
が

ら
、
そ
れ
を
集
約
し
て
、

部
の
数
も
減
ら
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
、
効
率
的

な
体
制
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
内
部
的
な
取

り
組
み
は
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
非

常
に
重
要
な
課
題
や
、
部

局
を
横
断
す
る
よ
う
な
政

策
的
な
課
題
に
つ
い
て
一

体
的
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
企
画
立
案
、
調
整
を

行
う
部
署
が
必
要
で
あ
る
。

質
問
に
あ
る
部
局
を
整
理

し
、
効
率
的
な
運
用
に
と

い
う
こ
と
と
併
せ
、
総
合

企
画
ま
た
総
合
調
整
が
で

き
る
機
能
を
い
か
に
持
た

せ
る
か
と
い
う
こ
と
も
、

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
少
し
時
間
を

か
け
た
い
。
内
容
に
つ
い

て
は
否
定
す
る
も
の
で
な

く
、
参
考
に
す
る
。

新
設
さ
れ
る
学
校
給
食
共

同
調
理
場
に
つ
い
て

　
億
円
を
か
け
る
学
校

給
食
共
同
調
理
場
は
10
年

後
、
20
年
後
に
は
確
実
に

オ
ー
バ
ー
ス
ペ
ッ
ク
に
な

る
。
急
激
に
子
供
の
数
が

増
え
る
と
い
う
の
は
想
定

し
難
く
、
今
後
、
単
純
に

学
校
給
食
を
提
供
す
る
だ

け
の
運
営
は
非
常
に
厳
し

い
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

や
病
院
、
介
護
施
設
等
、

高
齢
者
の
宅
食
な
ど
の
展

開
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
労
働
機
会
の
確
保

も
期
待
で
き
る
。
事
業
者

選
定
も
含
め
将
来
的
な
戦

略
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
な
運
営
の
仕
方
に

つ
い
て
も
検
討
を
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
供

が
減
っ
た
と
き
に
は
、
ほ

か
に
活
用
で
き
る
方
法
が

な
い
の
か
な
ど
に
つ
い
て

も
、
基
本
的
に
は
給
食
の

調
理
機
器
材
は
、
そ
う
場

所
が
変
わ
っ
て
も
大
き
く

変
わ
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
非
常
に
効
果
的
に
使

え
る
方
法
と
い
う
の
を
今

か
ら
考
え
て
い
く
と
い
う

こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
今

回
の
給
食
調
理
場
に
つ
い

て
は
、
ゆ
と
り
の
あ
る
面

積
や
構
造
に
な
っ
て
い
な

い
が
、
何
年
か
先
に
は
大

き
な
問
題
が
出
て
く
る
と

思
う
。
今
か
ら
、
将
来
に

向
か
っ
て
、
一
つ
の
道
筋

を
つ
け
て
い
け
ば
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
参

考
に
し
た
い
。
給
食
の
担

当
部
局
も
い
ろ
ん
な
事
例

を
ま
ず
調
べ
て
、
活
用
の

方
法
に
つ
い
て
、
市
内
の

子
供
も
喜
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
は
も
と
よ
り
、
将
来
、

い
ろ
ん
な
立
場
や
世
代
の

方
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
使
い
方
と
い
う
の

を
研
究
し
た
い
。

吉
富
駅
等
、
Ｊ
Ｒ
駅
周
辺

の
活
性
化
を

吉
富
駅
周
辺
に
府
の
部

局
や
民
間
企
業
の
誘
致
を

し
、
南
丹
市
駅
と
し
て
は
。

開
発
道
路
の
課
題
が
大

き
い
が
、
今
後
も
風
穴
を

開
け
る
べ
く
努
力
す
る
。

効率的な体制は考えていく必要がある
地域振興部を廃止し、組織編成を

A
Q

代 表 質 問

宣言に向け検討していく
市制 20 年を機に「平和都市宣言」をしては

昭
和
20
年
に
広
島
・
長

崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ

れ
約
21
万
数
千
人
に
も
及

ぶ
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。

戦
後
か
ら
今
日
ま
で
核

兵
器
の
非
人
道
性
を
語
り

継
ぎ
、
核
廃
絶
の
必
要
性

を
訴
え
て
き
た
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
が

昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
さ
れ
た
。
被
爆
と
い

う
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

被
害
を
受
け
な
が
ら
も
、

国
内
外
に
自
ら
の
体
験
を

語
り
、
核
兵
器
の
非
人
道

性
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え

続
け
て
来
ら
れ
た
。

「
平
和
都
市
宣
言
」
は

府
内
の
み
な
ら
ず
全
国
の

多
く
の
自
治
体
が
宣
言
し

て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の

議
会
が
「
平
和
都
市
宣

言
」
な
ど
を
決
議
し
て
い

る
。本

市
議
会
も
平
成
19
年

12
月
議
会
で
「
平
和
都
市

宣
言
」
を
決
議
し
て
い
る
。

今
年
は
戦
後
80
年
。
来

年
は
市
制
20
年
に
な
る
。

こ
れ
を
機
に
「
平
和
都
市

宣
言
」
を
し
て
は
と
考
え

る
が
。

わ
れ
わ
れ
が
核
軍
縮
、

平
和
の
願
い
を
内
外
に
表

明
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

平
和
の
大
切
さ
を
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
有
し
て
、
次

の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く

た
め
宣
言
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
い
く
。

A
Q

その他の質問

令和6年南丹市戦没者追悼式

職場環境の改善に取り組んでまいりたい
行政改革の提案について市の受け止めは

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ

ボ
に
よ
る
「
行
政
改
革
の

組
織
、
業
務
改
善
に
つ
い

て
」
の
見
解
は
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
非

常
に
効
率
化
が
図
れ
る
た

め
、
決
裁
を
電
子
文
書
に

置
き
換
え
、
７
年
度
か
ら

シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始

す
る
予
定
。
市
役
所
開
庁

時
間
の
短
縮
に
つ
い
て
は

周
知
期
間
を
設
け
て
進
め

て
い
く
。
上
下
水
道
部
は

４
月
か
ら
変
更
し
、
全
庁

的
に
は
試
行
的
に
６
月
か

ら
実
施
し
、
状
況
を
見
な

が
ら
本
格
実
施
を
行
う
。

「
待
遇
に
つ
い
て
」
の

見
解
は
。

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

や
庁
内
の
副
業
制
な
ど
は

検
討
し
進
め
て
い
き
た
い
。

職
員
の
服
装
の
自
由
化
に

つ
い
て
は
７
年
度
中
に
取

り
組
み
た
い
と
思
う
。

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
戦
略
的
な

活
用
に
つ
い
て
」
の
見
解

は
。担

当
の
仕
事
を
行
い
な

が
ら
発
信
す
る
業
務
の

チ
ー
ム
づ
く
り
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
か
検
討
し
た

い
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い

て
市
民
の
安
心
安
全
を
守

る
た
め
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

補
助
制
度
を
設
け
て
は
。

犯
罪
の
抑
止
効
果
が
高

い
た
め
計
画
を
立
て
て
い

る
。

・南丹みやま診療所の医師確
　保について
・クマの出没について
・北陸新幹線延伸について

A
Q

上下水道部の窓口受付時間変更案内

塩
しおがい

貝　孝
たかゆき

之  議員新風会

組織再編を望む 学校給食共同調理場の完成イメージ

・消防団活動について

その他の質問

小
こ

中
なか

　　昭
あきら

  議員つなぐ

堤
つつみ

　　博
ひろあき

明  議員新誠会
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産業として確立され観光自体の水準が高まる
観光協会一本化で期待するところは何か

観
光
協
会
が
、
４
月
１

日
に
南
丹
市
観
光
協
会
と

し
て
発
足
す
る
。
期
待
す

る
こ
と
は
何
か
。

大
き
く
分
け
て
、
２
つ

挙
げ
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
、
観
光
の
先

駆
的
な
存
在
で
あ
る
、
美

山
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

全
市
で
行
う
こ
と
で
産
業

と
し
て
確
立
、
観
光
自
体

の
水
準
が
高
ま
る
こ
と
。

具
体
的
に
は
、
魅
力
的
な

観
光
ア
イ
テ
ム
を
作
り
、

観
光
客
を
呼
び
込
み
、
消

費
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
組
織
力
が

高
ま
り
、
情
報
発
信
力
の

強
化
に
つ
な
が
る
。
量
的
、

質
的
に
も
一
本
化
に
よ
り
、

一
元
的
、
一
体
的
に
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り
力
が
増

す
こ
と
で
あ
る
。
本
市
の

施
策
と
連
携
し
た
戦
略
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
の
さ
ら
な
る
取
り

組
み
を
期
待
す
る
。

国
連
観
光
部
門
、
日
本

担
当
機
関
代
表
者
の
講
演

に
よ
る
と
、
日
帰
り
の
人

も
大
事
で
あ
る
が
、
宿
泊

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一

番
大
事
で
あ
る
。
宿
泊
で

な
い
と
観
光
が
定
着
し
な

い
。
ま
た
、
産
業
と
し
て

も
伸
び
て
い
か
な
い
。
観

光
消
費
額
も
伸
び
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
観
光
は
、
い

か
に
宿
泊
客
を
増
や
し
て

い
く
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

組
織
が
大
き
く
な
り
、
力

を
つ
け
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。 ・高齢化におけるゴミ出し支

　援について
・市施設の廃止、譲渡につい
　て

・京都府こども大阪・関西万
　博体験支援事業について

A
Q

その他の質問その他の質問

観光施設「京都丹波高原国定公園
ビジターセンター」

市有財産の有効活用として検討する
日吉支所駐車場の有効活用ができないか

日
吉
郵
便
局
横
の
日
吉

支
所
駐
車
場
は
、
Ｊ
Ｒ
利

用
者
に
と
っ
て
最
適
な
場

所
で
あ
る
。
コ
イ
ン
パ
ー

キ
ン
グ
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
が
市
有
財
産
の
有
効

活
用
と
Ｊ
Ｒ
利
用
促
進
の

一
助
に
な
る
と
考
え
る
。

市
有
財
産
の
有
効
活
用
と

し
て
試
験
的
に
取
り
組
ん

で
は
。

本
駐
車
場
は
来
客
用
駐

車
場
と
し
て
活
用
し
て
、

閉
庁
時
に
管
理
の
観
点
か

ら
進
入
禁
止
と
し
て
い
る
。

日
吉
支
所
は
耐
震
化
の
関

係
で
支
所
機
能
を
日
吉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
移
転

す
る
方
針
で
準
備
、
検
討

を
進
め
て
い
る
。
日
吉
支

所
が
移
転
と
な
れ
ば
、
遊

休
市
有
財
産
と
な
る
の
で
、

市
有
財
産
の
有
効
活
用
と

し
て
、
パ
ー
キ
ン
グ
と
し

て
の
活
用
を
含
め
て
検
討

す
る
。

Ｊ
Ｒ
胡
麻
駅
高
架
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
は

公
共
・
民
間
施
設
で
は
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
等
に

配
慮
し
た
施
設
が
常
識
と

な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
胡
麻

駅
で
は
、
今
も
線
路
を
渡

る
急
な
階
段
の
高
架
が
あ

る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

Ｊ
Ｒ
胡
麻
駅
は
、
一
定

の
改
修
工
事
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
実
現
可
能
で
、

あ
ま
り
費
用
の
か
か
ら
な

い
高
架
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
い

る
。
今
後
も
粘
り
強
く
要

望
活
動
を
行
う
。

・地域力の活性化について
・上下水道老朽化について

・校外活動と万博

A
Q

その他の質問その他の質問

ＪＲ胡麻駅の急な階段

基準は現状維持プラス何ができたか
合併 20 周年を迎える評価の基準は

合
併
20
周
年
の
検
証
の

方
法
に
つ
い
て
、
市
長
の

考
え
を
聞
く
。

今
の
国
の
動
き
は
地
方

潰
し
。
国
か
ら
の
支
援
が

な
い
と
現
状
の
維
持
が
難

し
い
。
広
大
な
面
積
を
維

持
管
理
し
て
い
く
に
は
、

あ
ま
り
に
も
国
の
目
配
り

が
弱
い
。
新
し
い
施
策
の

ゆ
と
り
が
な
い
。
広
域
合

併
に
よ
り
、
園
部
、
八
木

で
企
業
立
地
し
、
働
く
と

こ
ろ
を
つ
く
り
、
税
も
底

上
げ
し
、
そ
れ
を
全
体
で

使
っ
て
い
く
こ
と
を
想
定

せ
ざ
る
を
得
な
い
。
現
状

維
持
プ
ラ
ス
何
が
で
き
た

か
と
い
う
の
が
合
併
の
評

価
の
基
準
と
思
う
。

周
辺
の
小
さ
な
集
落
を

切
り
捨
て
ざ
る
を
得
な
い

よ
う
な
状
況
に
追
い
込
ま

れ
て
い
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
構
造
的
か
つ
重
大
な
問

題
で
あ
る
。
こ
の
構
造
を

変
え
な
い
限
り
、
永
遠
に

足
か
せ
に
な
っ
て
い
く
の

で
は
。

最
低
限
の
生
活
条
件
と

い
う
の
は
保
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
し

い
町
を
つ
く
る
取
り
組
み

を
し
て
積
み
上
げ
て
き
た

も
の
を
、
元
に
戻
す
と
い

う
思
い
は
全
く
な
い
。
今

の
条
件
の
中
で
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

A
Q

住み続けたい、と思える地域の維持を

これまでの動きを強め、着実に粘り強く進める
人口減少対策を今後、どのように進めるのか

市
長
は
２
期
目
の
所
信

表
明
で
、
最
重
要
課
題
は

人
口
減
少
対
策
で
あ
る
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
２
期
目
就
任
以

後
、
約
１
１
０
０
人
、
人

口
が
減
少
し
て
い
る
。
人

口
減
少
対
策
の
現
状
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る

の
か
。

本
市
の
い
わ
ゆ
る
自
然

減
、
亡
く
な
る
方
か
ら
出

生
者
を
差
し
引
く
と
、
圧

倒
的
に
亡
く
な
る
方
が
多

い
。
こ
れ
か
ら
必
要
な
の

は
、
社
会
減
を
で
き
る
だ

け
食
い
止
め
る
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
。
社
会
減
が

社
会
増
を
数
年
前
に
上

回
っ
た
年
も
あ
る
が
、
ほ

ぼ
拮
抗
し
て
い
る
か
、
若

干
減
り
気
味
で
あ
る
。
そ

れ
を
何
と
か
増
加
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
移
住

者
、
転
入
者
を
増
や
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
今
ま
で
の
施
策
の
動

き
を
で
き
る
だ
け
強
め
な

が
ら
、
今
後
、
着
実
に
粘

り
強
く
進
め
る
思
い
で
あ

る
。
ま
だ
八
木
の
市
街
化

エ
リ
ア
や
園
部
の
市
街
化

エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
ま

と
ま
っ
た
空
地
も
残
っ
て

お
り
、
ま
ず
は
そ
こ
を
埋

め
る
こ
と
に
よ
り
宅
地
の

供
給
、
そ
し
て
定
住
人
口

の
増
を
そ
こ
で
大
き
く
見

込
み
な
が
ら
、
他
の
方
策

も
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ

う
い
う
基
本
的
な
考
え
で

あ
る
。

A
Q

宅地化の進む八木市街化エリア

木
き ど

戸　徳
とくきち

吉  議員公明党

村
むらやま

山　好
よしあき

明  議員活緑クラブ河
こ う の

野　啓
けいすけ

介  議員日本共産党議員団

谷
たにじり

尻　宣
の ぶ お

雄  議員つなぐ

市議会だより　かけはし77号　2025.5 22市議会だより　かけはし77号　2025.523



要件・対象緩和の要望はしているが、壁は厚い
兼業農家に対する支援や政策の方向性は

本
市
の
農
業
の
特
徴
は
。

中
山
間
地
が
多
く
、
大

規
模
化
し
に
く
い
土
地
柄
。

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に

よ
り
離
農
の
危
機
を
懸
念

し
て
い
る
。
た
だ
、
農
業

法
人
や
認
定
農
家
数
は
安

定
し
て
お
り
、
新
規
就
農

者
も
20
人
前
後
と
頑
張
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

本
市
の
農
業
の
方
向
性

や
、
産
業
と
し
て
発
展
さ

せ
て
い
く
戦
略
は
。

お
米
を
主
と
し
な
が
ら
、

大
量
生
産
に
向
か
な
い
土

地
柄
を
考
慮
す
る
と
、
小

ロ
ッ
ト
で
も
光
る
作
物
を

開
拓
し
て
い
く
の
が
大
事

だ
と
考
え
る
。
食
と
農
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、

近
隣
消
費
地
で
活
用
さ
れ

る
作
物
の
生
産
や
、
注
目

を
集
め
て
い
る
サ
ン
シ
ョ

ウ
や
ユ
ズ
の
生
産
量
確
保

も
考
え
て
い
き
た
い
。

サ
ン
シ
ョ
ウ
や
ユ
ズ
の

特
産
化
の
現
状
と
今
後
は
。

サ
ン
シ
ョ
ウ
に
つ
い
て

は
苗
費
用
２
分
の
１
補
助

事
業
に
て
推
進
し
て
い
る
。

ユ
ズ
に
つ
い
て
は
、
生
産

を
広
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

本
市
で
耕
作
さ
れ
て
い

る
圧
倒
的
多
数
の
兼
業
農

家
に
対
し
て
支
援
を
す
べ

き
で
は
。

国
・
府
の
要
件
は
厳
し

く
小
さ
な
経
営
体
で
は
難

し
い
。
要
件
に
沿
う
た
め
、

農
地
の
集
団
化
で
は
な
く
、

生
産
者
の
集
団
化
が
で
き

な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

A
Q

行政需要に対応できる見直しを進めていきたい
超超高齢化社会に適応する行政改革が必要では

高
齢
化
率
28
％
を
超
え

た
日
本
は
超
超
高
齢
化
社

会
と
呼
ぶ
べ
き
水
準
に
あ

る
。
医
療
、
保
健
、
福
祉

等
の
社
会
保
障
の
需
要
は

急
増
し
、
行
政
が
求
め
ら

れ
る
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
く
。
こ
の

よ
う
な
急
速
な
社
会
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
は
時
代
に
即
し
た
行
政

改
革
が
必
要
と
考
え
る
。

時
代
に
即
し
た
行
政
需

要
に
対
応
し
て
い
け
る
よ

う
組
織
や
制
度
の
在
り
方

を
必
要
に
応
じ
見
直
し
、

行
政
運
営
の
適
正
、
効
率

化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

時
代
に
即
し
た
市
民
自
治

変
革
の
必
要
性

現
在
85
歳
以
上
人
口
の

お
よ
そ
４
人
に
１
人
が
要

介
護
３
以
上
で
あ
る
と
言

わ
れ
る
中
で
２
０
３
５
年

に
は
本
市
人
口
の
内
、
85

歳
以
上
の
割
合
は
12
・

５
％
に
な
る
と
い
う
推
計

が
あ
る
。
地
域
づ
く
り
の

中
心
を
担
う
前
期
高
齢
者

の
減
少
も
進
む
中
、
市
民

自
治
に
も
時
代
に
即
し
た

変
革
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

市
民
自
治
の
在
り
方
に

注
目
し
地
域
を
支
え
る
力

を
再
編
成
し
、
再
度
小
学

校
区
単
位
に
お
け
る
組
織

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・地域ブランディングについ
　て

A
Q

その他の質問

区民が集う天引村倶楽部電車利用を呼びかけるのぼり（園部駅東口）

山
やました

下　秋
あきのり

則  議員つなぐ

重く受け止めを期待、改善へ明るい話はない
復便求めて要望　ＪＲの反応と市長の所感は

２
月
12
日
に
Ｊ
Ｒ
西
日

本
京
都
支
社
に
復
便
を
求

め
て
要
望
に
行
か
れ
た
が
、

Ｊ
Ｒ
の
反
応
と
市
長
の
受

け
止
め
は
。

本
市
、
亀
岡
市
、
京
丹

波
町
の
各
地
元
団
体
の
代

表
者
に
同
行
願
い
、
Ｊ
Ｒ

に
要
望
書
と
署
名
を
手
渡

し
て
復
便
へ
の
強
い
思
い

を
伝
え
て
い
た
だ
い
た
。

Ｊ
Ｒ
に
は
署
名
を
重
く
受

け
止
め
て
い
た
だ
い
た
と

思
う
が
、
明
確
な
改
善
に

向
け
て
の
明
る
い
話
は
な

か
っ
た
。
今
後
ど
う
し
て

い
く
の
か
、
促
進
協
議
会

で
検
討
し
た
い
。

署
名
の
取
り
組
み
の
経

緯
と
結
果
は
。

「
山
陰
本
線
ダ
イ
ヤ
復

便
の
会
」
と
し
て
昨
年
11

月
末
か
ら
約
２
カ
月
間
取

り
組
み
、
２
市
１
町
全
体

で
４
万
４
８
５
筆
、
本
市

は
人
口
の
約
３
割
に
当
た

る
８
５
４
７
筆
の
署
名
を

い
た
だ
い
た
。

京
丹
波
町
や
亀
岡
市
は

自
治
会
を
中
心
に
署
名
を

集
め
ら
れ
た
が
、
本
市
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
人

口
比
で
は
本
市
は
28
・

９
％
と
最
も
低
い
が
。

「
署
名
活
動
を
知
ら
な

い
」
と
の
声
も
聞
い
た
。

自
治
会
を
通
さ
な
か
っ
た

こ
と
が
良
か
っ
た
の
か
ど

う
か
、
少
し
課
題
が
残
っ

た
。
多
く
の
企
業
か
ら
署

名
を
い
た
だ
い
た
の
で
、

そ
の
点
は
良
か
っ
た
と
考

え
る
。

A
Q

南丹市保育・教育力向上の日を月一度取り組む
待機児童解消に向け、保育人材確保の支援策は

待
機
児
童
解
消
に
向
け
、

保
育
人
材
確
保
の
支
援
策

は
。新

規
採
用
者
を
対
象
に

家
賃
補
助
や
奨
学
金
返
済

の
助
成
制
度
を
実
施
。
ま

た
、
保
育
に
悩
ま
な
い
よ

う
保
育
実
践
に
直
接
ア
ド

バ
イ
ス
を
得
る
研
修
、
働

き
や
す
い
職
場
や
心
理
的

安
定
性
が
保
て
る
よ
う
な

職
場
環
境
を
つ
く
る
た
め

の
人
権
に
関
す
る
研
修
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
。
来

年
度
は
、
南
丹
市
保
育
・

教
育
力
向
上
の
日
と
し
て
、

月
に
一
度
の
延
長
保
育
時

間
帯
で
の
家
庭
保
育
協
力

日
を
設
定
し
、
年
間
３
日

間
、
保
育
・
教
育
の
質
の

向
上
に
取
り
組
む
。

子
ど
も
達
の
通
学
路
の
安

全
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を朝

の
見
守
り
活
動
の
中
、

年
度
替
わ
り
の
４
月
は
30

キ
ロ
規
制
区
域
内
で
速
度

を
出
す
車
が
多
く
、
初
め

て
通
学
す
る
子
ど
も
達
に

と
っ
て
心
配
で
あ
る
。
啓

発
活
動
の
強
化
が
必
要
。

ま
た
、
11
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
通
学
路
に
木
の
枝

が
落
下
す
る
こ
と
も
あ
り
、

危
険
箇
所
へ
の
対
策
を
。

各
学
校
、
交
通
安
全
教

室
を
警
察
の
方
で
、
お
世

話
に
な
り
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

・部活動の地域移行について
・南丹市観光協会について

A
Q

・物価高騰等が市財政に及ぼ
　す影響とその対策について

その他の質問

その他の質問

危険木等の点検及び対策を
期待される兼業農家支援

と狭小農地の活用

樋
ひ ぐ ち

口　浩
ひろゆき

之  議員新誠会

下
しもつま

間　康
やすひろ

広  議員活緑クラブ八
や ぎ

木　信
の ぶ き

樹  議員活緑クラブ

市議会だより　かけはし77号　2025.5 24市議会だより　かけはし77号　2025.525



３
月
24
日
現
地
確
認
調
査
を
実
施

旧
農
村
田
園
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
現
在
の
使
用
状

況
を
確
認
す
る
た
め
、
現
地
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総

管
内
調
査
及
び
所
管
事
務
事
業
調

査
を
実
施

１
月
17
日
に
旧
農
村
田
園
文
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
Ｋ
Ｐ

Ｃ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
市
道
城
南
小
山

委
員
会
活
動
報
告

総
務 

常
任
委
員
会

務
常
任
委
員
会
の
協
議
に
お
い
て
、

議
会
と
し
て
決
議
を
す
る
方
向
で

検
討
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

線
の
管
内
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
10
日
に
旧
農
村
田

園
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
所
管
事
務
事
業
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

人

事

案

件
（
敬
称
略
）

■
人
権
擁
護
委
員

　
佐
井　
久
代
（
園
部
町
）

　
岡
島
眞
理
子
（
園
部
町
）

■
教
育
委
員
会
委
員

　
前
田　
好
久
（
美
山
町
）

■
公
平
委
員
会
委
員

　
吉
田　
正
彦
（
日
吉
町
）

令和７年第１回臨時会が開催されました
1月28日に臨時会を開催し、国の「重点支援地方交付金」を活用し、物価高騰の影響を受けている

市民や事業者に対する支援を速やかに実施するため、2億5,303万円を追加する6年度一般会計補正

予算を賛成全員で可決しました。

◆主な事業

【価格高騰重点支援給付金支給事業】	 173,000千円

エネルギー・食料品等物価高騰対策として、物価高騰による家計への影響が大きい低所得世帯（住

民税非課税世帯）へ「物価高騰重点支援給付金」を支給

【福祉事業所物価高騰対策支援事業】（高齢者福祉）	 23,262千円

電気代・ガス代又は燃料等の負担が増加している事業所に対し、サービスの種別や定員に応じて

「福祉事業所物価高騰対策支援交付金」を交付

【農業者緊急支援事業】	 27,674千円

配合飼料価格等の高騰によって経営負担が増大している畜産農家の、所得安定と持続的な畜産業の

発展のため「畜産農家支援交付金」を交付

北陸新幹線「小浜・京都ルート」に係る決議
〈賛成全員で決議しました〉

このルートは、工事により、一部重金属が含まれるとされる大量の残土の発生や処理への対

応、自然環境・景観破壊の恐れ、地下水への影響、巨額の地元負担金への懸念など、実に多く

の重要な問題をはらんだルートであると考える。

現時点では、本市民の不安は払拭されたとは言えず、南丹市議会としては、「小浜・京都

ルート」に係る本市通過ルートについて、影響を受ける地域住民及び本市議会の一定の理解が

得られるまで、本市内での工事着手は認めないものである。

陳

情

・

要

望

　
陳
　
情

■
訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回
・
介
護
報
酬
引
き
上
げ
再
改
定
を
国
に
求
め
る
陳
情
書

京
都
社
会
保
障
推
進
協
議
会　
　
議
長　
渡
邉　
賢
治

■
福
祉
職
員
の
処
遇
改
善
施
策
の
実
施
を
求
め
る
陳
情
書

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
京
都
地
方
本
部　
執
行
委
員
長　
大
西　
　
謙

■
人
権
を
保
障
す
る
福
祉
職
員
の
賃
金
と
職
員
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
に
む
け
て
国
へ

　
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
京
都
地
方
本
部　
執
行
委
員
長　
大
西　
　
謙

■
保
育
士
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
と
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

　
求
め
る
陳
情
書

京
都
保
育
団
体
連
絡
会　
藤
井　
伸
生

■
現
行
の
保
険
証
存
続
を
国
に
求
め
る
陳
情
書

京
都
社
会
保
障
推
進
協
議
会　
議
長　
渡
邉　
賢
治

■
議
会
の
審
議
に
お
い
て
、
ど
の
議
員
が
、
ど
の
議
案
に
「
賛
成
」
「
反
対
」
「
棄

権
」
し
た
か
が
分
か
る
よ
う
な
図
を
つ
く
り
、
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

伊
藤　
　
豪

■
市
民
と
共
に
「
い
じ
め
」
「
自
殺
」
「
児
童
虐
待
」
「
犯
罪
」
等
を
減
ら
す
取
り
組

　
み
に
つ
い
て
の
陳
情

伊
藤　
　
豪

■
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
の
実
態
調
査
を
求
め
る
陳
情
書

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
職
員
を
守
る
京
都
府
民
の
会　
中
路　
式
雄

　
要
　
望

■
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
に
お
け
る
庁
舎
管
理
規
則
の
徹
底
を
求
め
る
要
望
書

パ
ワ
ハ
ラ
か
ら
職
員
を
守
る
京
都
府
民
の
会　
代
表　
高
木　
　
実

要
　
　
旨
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柔
和
な
笑
顔
の
仏
様
。
近
く
に
住

ん
で
い
な
が
ら
、
た
い
へ
ん
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
す
が
写
真
で
は
な
い
実

物
の
木
喰
仏
を
初
め
て
拝
見
し
ま
し

た
。
わ
ざ
ど
こ
ろ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
の
皆
さ
ん

に
お
話
を
う
か
が
い
に
行
っ
た
時
の

こ
と
で
す
。
雨
模
様
の
肌
寒
い
日
で

し
た
が
、
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

子
ど
も
は
１
日
に
４
０
０
回
程
度

笑
う
の
に
対
し
、
大
人
は
わ
ず
か
11

～
15
回
し
か
笑
わ
な
い
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
「
つ
く
り
笑

い
」
で
も
心
身
に
良
い
効
果
が
出
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
笑
顔
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
日
々
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

委 員 長／若井　睦巳
広報部会長／河野　啓介
副部会長／吉田　尋子
委　　員／樋口　浩之　　堤　博明　　平田　聖治
　　　　　山下　秋則　　小中　昭

広聴部会長／塩貝　孝之
副部会長／下間　康広

次 回 6 月 定 例 会
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

本会議
（開会）

8 9 10 11 12 13 14

本 会 議
（一般質問） （一般質問） （一般質問）

15 16 17 18 19 20 21

常 任 委 員 会

22 23 24 25 26 27 28

本会議
（閉会）

29 30 7/1 7/2 7/3 7/4 7/5

※6月2日（月）午後5時までに提出された請願・陳情等は、6月定例
会で取り扱われます。会議時間はいずれも午前10時からの予定で
す。この日程については予定であり、予告なく変更となる場合があ
ります。

※本会議は、ケーブルテレビやインターネットで中継しています。

2025.5.9

議会活性化対策特別委員会では、議会活性化・議会改革に取り組んでおり、その議論の
なかで、20人の議員定数について協議を行っています。

議会で判断していくにあたり、市民の皆さまの意見や客観的な評価をお聞きするため、
市の公式LINEを活用したアンケートを実施しています。

ぜひ、ご協力をお願いいたします。
〈令和7年5月20日まで〉

アンケートはこちら▶　　　　　　　

議員定数に関するアンケートにご協力ください

広 報 広 聴 委 員 会

南丹市政への
ご意見箱

編

集

後

記
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